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昭和49年度京大数学入試問題を顧みて

永 井 康 孝

例4、 示 大 の 入 武 問題 亡 見 る場 合 、一 季丁独 特 の 興 趣 と見 尺 るの て あ るか 、 本 有一に 限 っ て い えば.今 ま

で と い さ さ か様 イ カ 異 っ て い る よ っに うか カ え る の で あ る。 勿 論 そ れ は 、 多 分 に 形 の 上 か ら来 る印 象 に

よ る もの て あ っ ご、決 して 内 脅的 に 大 こな 変 化 か 起 った わ け て は な い。

よ1、 形 式 の 乃か り 見 て い くと 、団 、 口 、団 の_問 か 、 い つ れ も微 積 分 に関 す る もの で あ って 、 一 瞬

か な り偏 よ っ た軍 複 陣 を 感 じな い わ け に は い か な い 。 か 、つ ぶ さに 内谷 を検 討 して み る と、 図 は 速 度 と

体 梱 こ関 ビた も の 、口 は ク ラ フ の変 化 に つ い て 、 国 は ま さ し く 「目等 式 その もの で あ る。 三 者 は 概 念 的 に

全 く異 った 範 疇 に属 ポる もの て あ る こ とか 十 分珂 解 出 来 るの で あ っ て 、輩 し 、数 学 の解 析 面 を徹 底 して

尽 し切 った もの とい え よ"ノ。 中 て も興 味`窄 い の は 、 固 で あ って 、ガ に ま で踏 込 む 必要 が あ り、 な か なか

に練 れ た出 題 と して 敬 患 を 表 し た い 。

広 に 国 は 、 不 等 式 の 評 価 に関1る もの て あ り、 そ のL、 整 数 概 含 にふ れ 、特 に 奇数 、偶 数 の 区 別 等 、

論 証 展 開 に 幅 とふ く らみ を もた ぜた 艮 問 て あ る 。

回 は 、 また 何 と風 変 り な狙 い を秘 め て い る こ とか 。 と もか く、 い さ さか 愈 地 の悪 い 出 題 の 仕 方 で 、二

等 辺 ⊂ない こ とが 条flLな る 等 、 ん 全 に λ験'妻一 般 の首 点 をつ い た 手 強 わ い基 礎 問題 とい う他 は な い 。

ま さに 、 昂 人独 特 の 発 ぜ こあ っ ⊂、 あ る 壱 味 で そ の 真 骨 頂 を示 した もの と評 す べ きか 。

以 上の 慨 硯 を装 約 ポる と 、形 の ⊥ てや や 偏 り とい っ た もの が 認 め られ るが 、個 々 の 内容 で は 相 変 らず

}八人 独 目の 床 み と射 想 の 妙 が 随 所 に 見受 け り れ 、「基 礎 的 理 解 の 充 実 」 と 「柔 軟 な思 考 力 」 とい う正 統 な

心 回 を 目指 し た 出題 と称 して よい 。 従 っ ご、受 験 丘 の 側 と して は 、 まず 小 手 先 の 技巧 等 一切 捨 て 表 って

虚 心 にV.ち 帰 り、 ごノ)⊥ て徹 賦 して ケき の な い 基 本 的 思考 力 を掘 り下 げ 、併 せ て 型 に は ま らな い 幅 の 広

さ とい った もの に 努め る以 外 に途 は 開 け な い で あ ろ)。 こ の 後 と も 、京 大 を 目指 す者 は 、 こ の 厳 粛 な真

失 をしっ か と見 定 め て述 い の な い精 進 を 続 け て ほ しい.

向 、文 科 系 の 出題 は 、理 朴 系 に北 へ て四.回 か 極 め て 干 易 で あ るか ら 、 こ れ で文 理 の差 は 、 ぐっ と縮

ま って い る と い 几 る。

履 後 に 各問 題 毎に 長示 して お こ う 。'

聞 剛 判 定
国

[理朴弄, 普 通

`λ轟系} 平 易
%

【理 番トリ『, 普 通
ヱ

【λ臼早} きわめ ㌔←易

幽
`鰹尋1弔1 良 問

【謂 荊
ワ/ヂ イノ トに庄"

風
〔共 通, 良 問

衝uし通, 難 問
回`1「遁 ⊃ 案外手こわし

■各学部含格点レベル

学 部1ポ 卿ダーライゾT安 全 圏.
.

医
旨

.;

120点1 135点

1

理 ・エ の上1 100点i

一 一.一.,

120・ ミ

農 ・二「の 中以 下1
1

90「 ミ1 110占

他の理科系1 80点 100点

教}
」

100点i 110蔭

他の文科系 85点i 95点

京府立医大入試問題講評
臥 国、固は絶対確 保 しなければ ならない。[コ、国 、[司はそれぞれ考え方、表現力に難 しさが あ り、

完全解 まではむ りのよ うであ る。勿論囚が その うちで比較的取 組み易い よっではあ るが、'隅扁～ の場合

慕 駐 舗 渡 鶉 纏 讐1'ものである・欄 臥 臥 回 を完全解で確保し・臥 団・国 纐 ・・部
数学 としての合格点は、120点 以上は絶対的で あ り、110点 でざ1)ぎ りの所か と思 われる。勿 諭

100点 程度で も他の分野 さえ しっか りしでおれば十分 ではある●

近 畿予備 校相 談室 よ り

ノ

★私 甚は合格 数その もの よ りも不倉格 者 を出 さない ことに、遠学

の責 任 を置 いてお ります 。勿論理想 は全 員合格 てすが、競争 の敷

しさか り、 そ二までに は軍 っで為Oま せん。 しか し、一名 て も不
台格 者 を少 な くす るとい っ努力、 二の祈 願 二そこれか りも益 々高
め て行 きた いとを してお りまち 参 考まてに いま ≠ての例 を示 し

てお きます。

★私義 の去年一 年聞の成果一 それ 二そ授 業、模試 を通 して血 のに

じみ 出る ようも練 屠 を積み ま し九一 そ して、本 年度京大数掌 入試
問順 と対 比 して去 年の授巣 教材 より、その全 貌 を確め られ声上

て 、一刻 も速 かに来 るへ 尊一 ケ年L備 えるぺ く断 聞 とLた 対 策 を
立 てて下 さい。 「先 きんず れ【ギ制す』・ ・進学相 絞室 をい ます く

手凹用 されたい!

昭和48年度本校宝

近 畿 の 例
唯 飯生1,500名 ノ

穿大・府医大合格者数と不合格者数
一般他佼の例

「耐 交手20QO名)

●

4月19日 始 業
一 ☆京 大 ア ドバ ンス・クラス

ア

この クラ スより京 大 ・府医大合格 者実績は 、昨年365名 といら驚異的 多数の 入刀 合格 して います
。

この伝 統 を受け 、我 力う丘畿予備校 では本年 もア トパンス ・クラスのみ を募 果し:い ます。
次 の興 項に より試験 を実施 します 。たか ら本杖 のア ドバ ンス ・クラス生は4～3娼 の入学試験 に

合格 した猛烈受験生 のみてす。

≦llllUllillll11[mllm}ll剛 髄llllll醐III随腿lllllllllllllm[ll閥Illllllill期lllll突績 な き と こ ろ 栄 冠 な しIlllll睦"lllll"川Ill聴llillmlllHmlilllll旦II"脚lmll闘1闘1腿ll闘 レ

≡5砕 の伝続と9吻 の合脩率締 っている近畿予備榔 ま過去数干人の凪大合烙者を出すといっ全国最高の華々しい実御 こ輝 壽≡ ≡
ました。「旗大アトハ/ス ・クラス」は他枚が真似よっとしても真似りれもい過去の合格実績の⊥に皿つ京大合格 へのク §

妻ぢ魏 鯉饗灘 囎 糊 欝 ま晶試、1瞭馨、捻離驚幣 ぞ獺 講 と窮罐 ≡
≡ 秀も合格 老を出 しました。「仁統 なきところ栄冠 な し」 とい っことをしみ しみ感 じました。 この数字 は他校の よっに講 習会 ≡

蕃・II窩儲 繍 繍 謡齪lh爺繍繍 瀟騰 繍 藷1論繍b謡繍1誌編 縮繍 灘繍 繍 赫論繍 論聞藷

1選 抜 試 験 嬰 項
甕選抜試験 回 数 試 験 日 合醗 表 入押 統
垂1去3月22日(金)3月26日 正午3月28日 まで

≡ 絵 潔 罐;謂 醗 ‡ 翻 婁ぞ
§'≡募集人員

理科クラス860名 医科クラス320名 文科クラス320名

嚢
遷

≡駿験時間 致 学 央 謡 国 語
≡AL{900～1030ヘ ト[1050-11毛0≡

≡ 申 込 方 法 ① 呉験料2000円≡ ② 亨 真1葉(串 込書
_ク)り づけの こと)

≡ ③受 験申込 謝 こZ要 垂噸 を・己人の1提 鵡 ポoこ と。

≡ τ統 を ケること。

響lll瞳開翻川 川111川1脚lm鵬 甜1団1肚11酬 龍1川lll川Ill腿ll[11闘1鰻lll田ll川lll睡問ll鵬鯛1闘1川瞬叫lllllll川miml脚ll櫛II肥 隅旧 閲II田 腿Illl鵬㎜1"剛 醐Ill開1隈闘1四睡1醐lll腿剛 鵬llllllll網醐 睦

募 集人貝

約6QO名

約 β00名

約3QO名

計1,5QO名

=試 験科 鼠 数学(理科系クラス.丈科禾タラスにより問瑚を選択する)英 語留語(現代文 ・古典乙1平 易乙湊文を含も)

各200"膚 煮
PM1210-Iio各 回(1入～3欠)と も同一時間にて行な)

含
§
§
;§
雷
ヨ
量
一「≡
≡
≡
ヨ
≡
≡
=≡

以Lを 試験 前々 日、俵3時 まてに申込み 、受験 票 を受取 るこ と.各 回(1広 一3次 〉ともその都度以⊥3つ の ≡

司川 臆111111川lll「lllllllllll1川川Illlllll川rl川1剛1}1川1川川111川III川川HIII川i川1【11i}1i川甜川ll帥11闘脆1川11111闘川Ill川闘Ul川11龍11111吐1川mllll剛幽llllllll川照ll1[ll鵬111脆1川llllllHl川1馳川1川1川1匹11薦

入 会 金30,000円 授 業 料95000円 寮 、下 宿 斡 旋 詳 細 は 入 学 案 内 書 を ハ ガ キ で 求 め て 下 さ い 。(無 料)

〈入 試 速 報>3月15日 発 表 の(京 都 府 立 医科 大 学)へ の合 格 者 は定 員100名 中41名 は純 粋 の本 校 出 身 生 て す
。本 年 度

の 京 大 合 格 者 中 の純 粋 の 本 校 出 身生 は 教 育3名 、文 学32名 、 広 学60名 、 経 剤8名 、 藁 学7名 、
医 学27名.盛 坐41玄 弔+

の
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校
〒602京 都 市 上 京 区 鳥 丸 今 出 川 南TEL(075)441-6681・6710
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合格おあでとう 後進諸君への御推薦を乞う

踏 早瀦田ゼミナ兜ルー

'74新 学 年 ◇ 大学 受験 科 午
則部珀 後部・夜間部

国立大学法又系 。理工系 私立大学法又系 ・理工系

医歯薬大系進学コース 弱力楠強 特別クラス

4月20日 開 講(申 込順クフス'選抜識 クラス)

一 受 付 中
,:ミ給費生(子 費全鎖免除他)試 験4月1日

※選抜クラス選抜試験日(い つれの受験 も可)

3/26・3/30・4/6・4/11(発 表各回翌 日止午)

◎
緊

(男
・
女
)
有
・
寝
襲

◎
隈
冷
房
・
自
習
至

ー
入
学
要
項
〒
戯
一
〇
Q
円
(切

乎
で
可
)
1

〃理
想
と
騰
利
の
塔
"
輝
や
く
本
穣
舎

東鼠都新宿区早稲田鶴含町{37【〒M16躍
TEL鰯 ミ03(202)8186(代 」芝)

国 電 ・葡田馬場より早大止門 」バス終点
地下鉄 ・東西線(中 野～西船橋)皐 稲田下或

英 会 話 学 生 募 集

KYOToENG隔 一■SHO剛TE口

●願書締切4月12日

講4月22日

専修 ・普 通 ・土 曜 各 コー ス(午 前 ・午後 ・夜)

上級 完 成 ク ラス・日本 語 科(午 前 ・午後 ・夜)

サンブルレ ノスン ・L。L試 聴会(無 料)

案内書 ・郵送料とも200円(切 手可)

学院長 平 沢 興(京 大名誉教摂)

京都 イング リッシュセンター
四条鳥丸酉住家生命ビル8FTE　 22}-2251

甲 大阪YMCA大 学予備校
本 科 全日制 ・全教科

医進クラス(豊 中校のみ)

理系 クラス

文系 クラス 、

テス ト〈英語 ・数学 ・国。吾〉

二次3月 暫 日(水)

三次4月4日(木)

亟 生科 燃 ・吾・数学
テス ト<英 語 ・数学>

4月2日(火)

明治38年創立の伝統を

基盤として

少人数クラス編成による

独自の教育方針が

着実な成果を

あげています

圏

堺校 アベ ノ校

豊中校 土佐堀校

匿:至1・ 。・22。・・188・

〒09⊥ 劉b一 藁鳴o畑 町2-92-1

匠 ≡園 電 ・・ (779)83母1

〒543大 阪山人⊥ む区南河屈町111

[璽團 電Ob(441)Ob92

〒5。0ノ く阪lu西 区.L【 難2-⊥3

囲 ・ 。・-1・1
〒5δ0豊 中 面 北 桜 塚1-4-2二
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本
学
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♪
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〆
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本
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西
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八
(
ア
ー
メ
'逓

し
て
指
導
し
た
〉

脅
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た
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園
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人
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」
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導
を
し
よ
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と
悪
う
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`

開講4月15日 願書受付中3月5日 よ り
(合格発査酪の申込者が穴斜合格の扮合、既納金

全額遮却)

●京都大学医学部進学クラス
●国公立医進課程進学クラス
●高校3年 生クラスー夜間一一

特 色

(定員42名 京大医学部受験生 選抜試験入学)

(定員 羽名 主として京大医学部受験生 申込順入学)

(定員30名 京大受験生 選抜試験入学)

1京 都大 挙 出身 者 によ る京都大 学進 学指導 多疑5臨 よじめ全教師・貸監に至るまで全教験員が京大出曳`と い2ユ ニ唱

21953年 開設以 来20年 間 、い わゆ る予 備校 のマ スプ ロ操 業 を批 判 して、個人指 導 を重 視 する少 人数 制 を固持 し

て きま したQ本 学圃ぽ学閥の道に志r人 のための ∫園であ り、京人を愛する人たちのための学園です.

3正 規の 授業科 目と して体 育(週2時 間)の 時間 が あ ります 。(健 康管理を璽視)

4ク ラ ブ活 動の 時間 があ ります 。(余 裕のある明るく楽しい受験生活を指導)ME(メ ディカル ・エ レクトロニクス〉に興
味を持つ人渇ちのンコピユ瞭タ・クラブがあります◎ζのクラブにはMEに 興味を持つ京大医学都学生(諸 兄姉の先輩)も 参加し
ていますので、先輩の助雷、指導が得られます.他 に、コンビ昌,タ を使用する数学クラブ等のクラブがあります。(学 園内に中
型コンビ轟噂タ設馴D

5.女 子寮 があ ります。

所
在
地

京
部
市
左
京
区
下
鴨
梅
ノ
木
町
六
六

〒

㎜
自
(師
)七
[=

ー

一
二

一
四

4

9



・

、

噌

(43

 

噂細斜薦肉

、

窮
竃

気

系

学

琶

 

、

一 G露3顎 腐 便馳鷹薗り''

イヒ

学

(以
ユ
&
な
名
)

【工
業
化
学
科
】

1

【化
学
工
業
科
】

 

喫

脚

開
-

棚

岡

1

門
△
口

成

化

学

【高
分
子
化
学
科
】

 

}

(以
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名
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生
工
学
科
】

静

鱒

の

(以
上
四
〇
名
)

【数
理
工
学
科
】

◎午 前部各 科入学 には 選抜 賦験が あ ります。
L4回 あ))

「1-`ノ 〔)r毛!回 二 目2唄
窄♂,　`L-4う4L々4凸 幕4月10ゴ

豊午 後部 の各科 は無試験 入学 甲込順 に定 員迄 受付 ます

⑨各科 受付3月11日 よ り

(学校法人)武 蔵 高 等 予 備 校

〔合蟹努,信)攣囎壬矯(鍵景鋸遷露躍巽鞍1曹§

学 生 寮

祝合格謄奪克讐劇

園大道学
160名

240名

180名
岡韓"… 昌 馴 ■…
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ー ス

 

コ

コ

コ

国公立医進

国公立理工

国公立文系
,… 嘩●●…h"

昭和48年度医進コース合格者
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他

腿

の

京
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そ

本校入試3月28日(今 年度は1回 しか行いません)

願書受付3月15よ り3月26日 まで
(日曜、祝日を除く)

所在地 神戸市灘区御影町権本15訂
(阪急御影下車西南300m)徒 歩3分

〒6〕8TELα8)851-00∂0

学 則(送 料共300円)

・新

学
期

四
月
十

七
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開
講

(受
付
中
)

°。
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東京都干代田区神田淡路町2-27
構構 撚 農 翻1膿 慈島繊 碁鋳
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信頼ある大学受験科 合格率抜群
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給 費 生 募 集
レ合格率は抜 群、キミも志 望

入宇へ合格。

レー流の講師が、抜 群の講 義

で合格指導。

レー年間100回 以上のテスト

練習制度です。

レテキス トはシステ イマ テ ン

クに編集。

レクラス担任が最後まで面 倒

を見ます。一
逸学のこと'oっ側でも、叉戯の
ことなう何でも、自由にわ聞き
下さい●無料でいつでもお受け
します.適 切で親切なアドバイ
スで、進学と受験の指ミ艦

脳 :

」膨

■

新営 誹_
尚額の ノ費の給与 と特別指導

とで、優秀な入材冑成を行 う

神田予備校 。横浜予備校の奨

学制度。意欲 的な努力家を求

む。

角

糧 鷹 脚1細予轍 捌8日
夏 腿 習レ 月2・日～8・2・ 日

9月 碧r学期9月9日 ～12月14目

冬 朋 踏 習12月21日 ～1月7日

直前 羅i1月8日 ～入曜 前

㌧

レ国立大学受験科文科系コース

1レ国立大学受験科理工系コース

レ私立大学受験科文科系コース

レ私立大学受験科理工系コース
ず

レ基礎力養成単科一英語コース

レ基礎力養成単穐 国語コース

レ基礎力養成単科 一数学コース

レ理科基礎力単科一物 ・化 ・生

レ社会基礎力単科一日 地 世 政
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憩
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